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アンケート対象　　　　　　４７大学　　　　　　　　回答　４２大学

１．会議について（年数回開催の予定）

　　①参加する　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０

　　②日程が合えば参加する　　　　　　　　　　　　２３

　　③テーマにより参加する　　　　　　　　　　　　　９

　　④参加しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　⑤参加できない　　　　　　　　　　　　　　　　　２

　　⑤その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　管理・責任者に該当する者がいないため　　　　　１

　　　現状では該当者不在のため　　　　　　　　　　　１

　　　調整中のため不参加　　　　　　　　　　　　　　１

２．貴館の出席人数

　　　１名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５

　　　１～２名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　２名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７

３．第１回の本会議終了後交流会を予定しています

　　①参加する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６

　　②日程が合えば参加する　　　　　　　　　　　　２７

　　③参加しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　④参加できない　　　　　　　　　　　　　　　　　１

⑤その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

４．実施してほしいテーマについて（複数回答可）

　　①図書館コンソーシアム　　　　　　　　　　　　２０

　　②業務のアウトソーシング　　　　　　　　　　　２３

　　③職員の研修　　　　　　　　　　　　　　　　　１２

　　④図書館システムのアウトソーシング　　　　　　　８

　　⑤書庫の問題（外部倉庫、共同倉庫）　　　　　　１７

　　⑥開館の問題（時間延長、休日開館）　　　　　　１２

　　⑦資料の電子化及びその提供　　　　　　　　　　　９



　　⑧電子図書館　　　　　　　　　　　　　　　　　１０

　　⑨その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５

　　　大学組織全体における図書館の位置と機能　　　　１

　　　他部門との統合・合併問題　　　　　　　　　　　１

　　　メンバーからすると、むしろ人事・予算のような

　　　　経営的な問題の方がふさわしいのではないか　　１

５．方法について

　　①講義形式　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２

　　②パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　８

　　③事例報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８

　　④その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８

　　　テーマにより異なる　　　　　　　　　　　　　　３

　　　自由討議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

　　　一概にはいえない　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　適宜組合せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

６．運営主体について

　　①理事校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２

　　②運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　１３

　　③常任幹事会　　　　　　　　　　　　　　　　　　８

　　④その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５

　　　お互いに負担がかからない方法　　　　　　　　　１

　　　特に意向はありません　　　　　　　　　　　　　３

　　　判断しかねます。お任せします　　　　　　　　　１

７．開催場所について

　　①加盟図書館　　　　　　　　　　　　　　　　　１９

　　②地区内の図書館　　　　　　　　　　　　　　　　４

　　③名古屋市内の施設　　　　　　　　　　　　　　１３

　　④その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　交通の便のよいところ　　　　　　　　　　　　　１

　　　テーマにより　　　　　　　　　　　　　　　　　１



８．開催回数及び開催時期

　　①開催回数

　　　１　　回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６

　　　１～２回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　２　　回　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０

　　　２～３回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

　　　３　　回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４

　　　４　　回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　　②開催時期

　　　　４月　　２　　　　　　　５月　　２

　　　　６月　　６　　　　　　　７月　　８

　　　　８月　　７　　　　　　　９月　１１

　　　１０月　　５　　　　　　１１月　　４

　　　１２月　１６　　　　　　　１月　　１

　　　　２月　　２　　　　　　　３月　　０

９．その他（講師等要望がありましたらご記入ください）

　　　テーマによってその都度開催方法を講師を検討する

　　　名古屋女子大学常務理事・総務部長　雨森弘行氏

　　　行事のための行事にならないように、かつ又、負担が増えないように

工夫したいものです。


